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食中毒・経口感染症の集団発生について考える

わが国では、衛生状態は，ひと昔に比べて著しく改善され、「衛生」に関する意識および「食の安全・安心」へ
の関心の高まりがあるにもかかわらず、食中毒の発生は一向になくなりません。また、最近では、食中毒の発生
は、夏季にとどまらず、年間を通して報告されております。
そこで、食中毒や経口感染症など、食品を摂取することで起こる急性・亜急性の健康被害の集団発生の事例につ
いて調べ、原因や背景、事件への対応、影響などを考察し、その予防について考えます。

１．食中毒の原因について調べる
２．食中毒発生の現状について理解する
３．様々な事例を調べる
４．発生時の調査法について調べる
５．特定された原因(物質)についての知識を得る

６．発生の背景について考察する
７．対策・予防法を考える
８．結果をまとめ、プレゼンテーションを行う

課題に対する取組態度、出席状況、レポート、プレゼンテーション等を総合的に評価します。

http://www.icc.ac.jp/


